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養養
命命
のの
里里 

会
報 

信
州
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
会
会
長
富
永
朝

和
さ
ん
は
、
中
川
村
に
住
む
蜂
の
研
究
家

で
す
。 

養
命
の
里
の
会
員
で
も
あ
る
富
永
さ
ん

は
、
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
養
蜂
を
復
活
さ
せ

よ
う
と
二
〇
年
以
上
前
か
ら
日
本
ミ
ツ
バ

チ
の
養
蜂
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。 

飼
育
は
簡
単
で
は
な
く
、
富
永
さ
ん
は

何
度
も
失
敗
を
重
ね
な
が
ら
自
身
で
養
蜂

技
術
を
開
発
し
ま
し
た
。 

日
本
ミ
ツ
バ
チ
は
、
野
山
に
咲
く
色
々

な
花
か
ら
、
ま
ん
べ
ん
な
く
蜜
を
集
め
ま

す
。 

百
種
類
の
花
か
ら
集
め
る
と
も
言
わ

れ
、
そ
こ
か
ら
濃
厚
な
味
わ
い
と
香
り
は

生
ま
れ
ま
す
。 

 

し
か
し
、
西
洋
ミ
ツ
バ
チ
よ
り
体
の
小

さ
い
日
本
ミ
ツ
バ
チ
が
巣
箱
に
持
ち
帰
る

蜜
の
量
は
ご
く
わ
ず
か
。 

少
し
ず
つ
し
か
た
ま
ら
な
い
た
め
、
富

永
さ
ん
は
一
つ
の
巣
箱
か
ら
二
年
に
一
度

し
か
ハ
チ
ミ
ツ
を
と
り
ま
せ
ん
。 

貴
重
な
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
ハ
チ
ミ
ツ

は
、
こ
う
し
て
生
ま
れ
ま
す
。 

「養
命
の
里
」Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
４
年
目
に 

２
０
０
２
年
２
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
た
「
信

州
養
命
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
法
人
化
４
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。 

養
命
の
里
は
、
信
州
伊
那
谷
の
段
丘
に
点

在
す
る
遊
休
地
、
荒
廃
地
の
復
興
と
再
利
用

を
進
め
な
が
ら
、
経
歴
も
年
代
も
超
え
て
、
新

世
紀
を
生
き
る
人
々
の
「
生
き
が
い
」
「
健
康
」

「仲
間
」づ
く
り
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

養

命

の

里

は

、  

信
州
伊
那
谷
の
豊
か

な
自
然
の
中
で
、
ゆ
っ

た
り
と
く
つ
ろ
い
だ

り
保
養
す
る
、
機
会

と
場
所
を
提
供
し
な

が
ら
、
都
市
農
村
交

流
な
ど
の
地
域
間
交

流
と
、
地
域
活
性
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か 

◆
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
を
い
た
し
ま
す 

ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
か
、
活
動
報
告
を
ご

覧
下
さ
い
。  

◆
販
売
物
を
会
員
割
引
し
ま
す 

養
命
の
里
が
販
売
す
る
リ
ン
ゴ
な
ど
を
、
割

引
し
た
会
員
価
格
で
お
求
め
に
な
れ
ま
す
。 

◆
会
費
は 

個
人
会
員
は
、
入
会
金
６
，
０
０
０
円
、
年
会

費
６
，
０
０
０
円
で
す
。 

賛
助
会
員
は
、
入
会
金
３
０
，
０
０
０
円
、
年
会

費
６
，
０
０
０
円
で
す
。 

◆

 

２
０
０
４
年
は
、
６
年
に
一
度
の
御
柱
（
お
ん
ば

し
ら
）
の
年
で
す
。
養
命
の
里 

中
川
村
に
も
、

御
柱
祭
が
あ
り
ま
す
。
中
川
村
に
あ
る
諏
訪
大

社
の
末
社
、
上
宮
外
縣
神
社
の
御
柱
で
す
。
正

式
な
お
祭
り
の
名
称
は
、
「
上
宮
外
縣
神
社
御

柱
式
年
祭
」。 

諏
訪
だ
け
が
「お
ん
ば
し
ら
」で
は
な
い 

４
本

の
御

柱

（
一
の
柱
〜
四
の

柱
）
を
曳
き
、
建

て
ま
す
。
養
命
の

里
の
前
理
事
長

平
沢
和
雄
氏
が
、

一
の
柱
を
寄
進

し
ま
し
た
。 

諏
訪
大
社
に

は
ス
ケ
ー
ル
の
点

で
は
、
お
よ
び
も

つ
き
ま
せ
ん
が
、
村
の
衆
に
よ
る
素
朴
な
御
柱

で
す
。 

養
命
の
里
都
市
農
村
部
会
で
は
、
こ
の
御
柱

見
物
を
兼
ね
て
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。 

上
宮
外
縣
神
社

は
、
氏
子
四
〇
戸

余
り
の
村
社
で
す

が
、
地
元
の
人
、
体

験
参
加
者
、
見
物

人
、
外
に
出
て
い
る

出
身
者
な
ど
、
親

戚
縁
者
を
含
め
て

４
０
０
人
余
り
の

人
々
が
集
り
ま
し

た
。 

ツ
バ
チ
の
会
、
タ

カ
ノ(

株)

、
養
命

の
里
の
三
者
協

賛
に
よ
り
、
中

川
村
の
サ
ン
ア

リ
ー
ナ
で
開
催

ま
し
た
。 

さ
れ

 

蜜
採
取
の
実

演
、
分
蜂
・
巣
作

り
の
講
習
、
蜂

蜜
の
試
食
、
そ

の
ほ
か
、
陣
馬
太
鼓
の
演
奏
な
ど
の
余
興
が
あ

り
ま
し
た
。 

養
命
の
里
で
は
、
め
ぐ
み
茶
、
桃
、
ハ
チ
ミ
ツ
、

健
康
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
し

た
。 参

加
者
は
そ
の
あ
と
、
高
森
町
の
林
農
園
で 

桃
取
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

ー 
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活
動
報
告 

●
御
柱
（
お
ん
ば
し
ら
）
祭 

（
２
０
０
４
年
四
月
十
一
日
） 

●
信
州
日
本
ミ
ツ
バ
チ
祭
り
、
桃
取
り 

（
２
０
０
４
年
七
月
二
五

信
州
日
本
ミ
ツ
バ
チ
祭
り
は
、
信
州
日

それとって
西退

日
） 

本
ミ

日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
ハ
チ
ミ
ツ

洋
ミ
ツ
バ
チ
が
輸
入
さ
れ
た
こ
と

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 
は
、

で
衰
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●
農
産
物
出
張
販
売
（
２
０
０
４
年
十
二
月
十
二
日
） 
●
農
産
物
出
張
販
売
（
２
０
０
４
年
十
二
月
十
二
日
） 

名
古
屋
市
港
区
木
場
町
ニ
ュ
ー
コ
ー
ポ
名
南

自
治
会
主
催
の
餅
つ
き
大
会
で
、
恒
例
と
な
り

ま
し
た
養
命
の

里
の
農
産
物
を

販

売

し

ま

し

た
。 名

古
屋
市
港
区
木
場
町
ニ
ュ
ー
コ
ー
ポ
名
南

自
治
会
主
催
の
餅
つ
き
大
会
で
、
恒
例
と
な
り

ま
し
た
養
命
の

里
の
農
産
物
を

販

売

し

ま

し

た
。 り

ん
ご
、
大

根
、
プ
チ
ベ
ー
ル
、

長
い
も
、
白
菜
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
キ
ウ

イ
、
し
め
じ
、
ハ

チ
ミ
ツ
、
な
ど
を

完

売

し

ま

し

た
。 り

ん
ご
、
大

根
、
プ
チ
ベ
ー
ル
、

長
い
も
、
白
菜
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
キ
ウ

イ
、
し
め
じ
、
ハ

チ
ミ
ツ
、
な
ど
を

完

売

し

ま

し

た
。 

  

●
お
陣
屋
行
燈
（
あ
ん
ど
ん
）
市 

●
お
陣
屋
行
燈
（
あ
ん
ど
ん
）
市 

今
後
も
相
変
わ
ら
ず
ご
支
援
下
さ
い

 。

長
野
県
上
伊
那
郡
中
川
村
片
桐
２
３
１
６
の
２ 

信
州 

養
命
の
里 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局 

Tel 0265-88-2452 Fax 0265-88-2452 
e-m

ail  sys100@
ceres.ocn.ne.jp 

U
R

L http://w
w

w
4.ocn.ne.jp/~youm

ei/ 

「
養
命
」
は
、
養
命
酒
製
造
株
式
会
社
の
著
名
商
標
で
、

「
養
命
の
里
」
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
同
社
の
承
諾
を
受

け
て
お
り
ま
す

 
U

R
L http://w

w
w

4.ocn.ne.jp/~youm
ei/ 

「
養
命
」
は
、
養
命
酒
製
造
株
式
会
社
の
著
名
商
標
で
、

「
養
命
の
里
」
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
同
社
の
承
諾
を
受

け
て
お
り
ま
す

（
２
０
０
５
年
二
月
十
二
、
十
三
日
） 

（
２
０
０
５
年
二
月
十
二
、
十
三
日
） 

信
州
の
名
物
に
「
お
陣
屋
行
燈
（
あ
ん
ど
ん
）

市
」が
あ
り
ま
す
。 

信
州
の
名
物
に
「
お
陣
屋
行
燈
（
あ
ん
ど
ん
）

市
」が
あ
り
ま
す
。 

養
命
の
里
の
あ
る
中
川
村
の
お
隣
、
飯
島
町

の
駅
前
広
小
路
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
江
戸
情

緒
た
っ
ぷ
り
の
市
で
す
。 

養
命
の
里
の
あ
る
中
川
村
の
お
隣
、
飯
島
町

の
駅
前
広
小
路
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
江
戸
情

緒
た
っ
ぷ
り
の
市
で
す
。 

三
〇
を
超
え

る
お
店
（
た
な
）

が
並
び
代
官
行

列
や
、
義
経
と
静

御
前
（
し
ず
か
ご

ぜ
ん
）
の
道
中
、

時
代
劇
な
ど
数

多
く
の
イ
ベ
ン
ト

が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。 

三
〇
を
超
え

る
お
店
（
た
な
）

が
並
び
代
官
行

列
や
、
義
経
と
静

御
前
（
し
ず
か
ご

ぜ
ん
）
の
道
中
、

時
代
劇
な
ど
数

多
く
の
イ
ベ
ン
ト

が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。 

養
命
の
里
で

は
、
ひ
と
つ
の
お

店
を
出
展
し
健
康
茶
、
り
ん
ご
、
ジ
ュ
ー
ス
、
梅

干
、
健
康
パ
ン
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
特
産
品
を
販

売
し
ま
し
た
。 

養
命
の
里
で

は
、
ひ
と
つ
の
お

店
を
出
展
し
健
康
茶
、
り
ん
ご
、
ジ
ュ
ー
ス
、
梅

干
、
健
康
パ
ン
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
特
産
品
を
販

売
し
ま
し
た
。 

さ
あ
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
信
州 

養
命
の
里
の

お
店
だ
よ
。
健
康
茶
、
り
ん
ご
、
ジ
ュ
ー
ス
、

梅
干
、
健
康
パ
ン
、
ク
ッ
キ
ー
、
売
っ
て
る
も

の
は
み
ん
な

健
康
食
品
だ

よ
。 な

に
や
ら

変
な
格
好
の

お
じ
さ
ん
、
代

官
行
列
に
人

足
で
参
加
す

る
養
命
の
里

の
会
員
が
、
お

店
の
応
援
に

か
け
つ
け
ま

し
た
。 

●
早
春
参
禅
会
（
２
０
０
５
年
三
月
十
三
日
） 

多
種
多
様
化
が
急
速
に
進
み
、
混
迷
す
る
時
代

の
中
で
、
私
達
は
【
今
何
を
す
べ
き
か
】
を
、
各
々

の
立
場
で
真
剣
に
考
え
る
機
会
に
と
、
信
州
の
山

深
い
お
寺
、
高
森

町
の
隣
政
寺
で
、

３
回
目
の
参
禅

会
を
催
し
ま
し

た
。 同

時
に
、
養
命

の
里
が
取
組
ん
で

い
る｢

薬
草
と
健

康｣

に
つ
い
て
、
長

野
県
薬
草
協
議

会
の
方
に
講
演

を
い
た
だ
き
、
勉

強
し
ま
し
た
。 

厳
寒
の
粉
雪
が
舞
う
空
模
様
で
し
た
が
、
伊
那

谷
の
住
民
を
中
心
に
、
東
京
か
ら
の
参
加
を
含
め

三
六
名
も
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

●
益
母
草
（や
く
も
そ
う
）栽
培 

養
命
の
里
「
農
園
部
会
」
は
、
養
命
酒
製
造
㈱

様
の
委
託
に
よ
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
漢
方

薬
の
一
種
で
あ
る
益
母
草
（
や
く
も
そ
う
）
を
栽

培
し
、
３
年
目
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
４

ア
ー
ル
へ
作

付
け
し
て
２

０
０
ｋ
ｇ
（
乾

燥
状
態
）
を

収
穫
し
ま
し

た
。 

 

写
真

は
、

乾
燥
し
た
益

母
草
を
裁
断

し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

  

●
プ
チ
ベ
ー
ル
栽
培 

食
品
加
工
メ
ー
カ
ー
の
委
託
に
よ
る
プ
チ
ベ

ー
ル
の
栽
培
は
、
２
年
目
に
な
り
ま
し
た
。 

●
ソ
バ
栽
培 

ソ
バ
栽
培
は
、
４
年
目
に
な
り
、
秋
ソ
バ
を
作

り
ま
し
た
。
赤
ソ
バ
を
五
〇
ア
ー
ル
、
白
ソ
バ
を

一
五
ア
ー
ル
作
付
け
し
ま
し
た
。 

赤
ソ
バ
は
、
日
本
ミ
ツ
バ
チ
に
よ
る
、
蜜
の
採

取
が
目
的
で
す
。

赤
ソ
バ
の
蜜
は
、

「
が
ん
」
に
効
く

と
さ
れ
、
「
信

州
日
本
ミ
ツ
バ

チ
の
会
」
が
赤

ソ
バ
の
ハ
チ
ミ
ツ

を
製
造
し
、
タ

カ
ノ
㈱
様
が
販

売
し
ま
す
。
白

ソ
バ
は
、
ソ
バ

粉
に
し
ま
す
。 

秋
ソ
バ
播
き
に
は
、
毎
年
暮
れ
に
、
養
命
の
里

が
農
産
物
販
売
で
訪
れ
て
い
る
名
古
屋
市
港
区

木
場
町
ニ
ュ
ー
コ
ー
ポ
名
南
自
治
会
か
ら
、
３
人

の
方
が
お
手
伝
い
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

●
め
ぐ
み
茶
一
二
包
×
２
パ
ッ
ク
入
り 

 

信
州
の
め
ぐ
み
茶
に
、
一
二
包
×
２
パ
ッ
ク
入

り
の
袋
が
加

わ
り
ま
し
た
。

全
部
で
二
四

包
が
入
っ
て
い

ま
す
。
税
込
み

一
、
五
二
〇
円

で
す
。 
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